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大阪ガス株式会社 

   
大阪ガス株式会社（代表取締役社長：藤原 正隆、以下「大阪ガス」）は、国立大学法人東京

大学 先端科学技術研究センター（所長：杉山 正和、以下「東大先端研」）と、本日、カーボンニュ
ートラルや気候変動対策、ヘルスケア分野などにおける社会課題の解決に向け、包括連携協定を締結
しました。2025 年 4 月 1 日より活動を開始し、両者の強みを融合することによる新たなイノベーションの
創出や、当社の新研究開発拠点＊１を活用した活動などを行う予定です。 

 
本連携により、当社単独では得られない研究開発テーマの創出や、両者の交流による研究者の育

成およびネットワークの形成を進めてまいります。 
 

 
包括連携に関するセレモニーにて（2025 年 3 月 25 日） 

左から、東京大学 先端科学技術研究センター所長 杉山 正和、大阪ガス エネルギー技術研究所長 森田 哲司 

 
１．東大先端研＊２について 
  東大先端研は、東京大学のなかで最も新しい附置研究所であり、1987 年の設立以来、材料、環
境・エネルギー、情報、生物医化学、バリアフリー、社会科学の 6 つのカテゴリーのもと、文系と理系の垣
根を越えた領域横断の研究活動を行っています。 

また、東京大学の附置研究所としては唯一、博士後期課程を有しており、イノベーションを生み出す
力を持った人材育成にも取り組んでいます。 
 

東京大学 先端科学技術研究センターとの将来の社会課題解決に向けた包括連携の開始 
～カーボンニュートラルや気候変動対策などでの新たなイノベーション創出に向けて～ 



２．締結の背景について 
Daigas グループの中期経営計画 2026 に掲げた「社会課題解決に貢献するミライ価値＊３の共創」

の早期実現にむけて、産学連携によるイノベーションの創出が重要と考えています。 
東大先端研とは 2024 年度より交流を開始し、まずは気象分野などでの学術指導も受けながら、

2024 年 10 月には東大先端研が代表を務める JST 共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）
の１つである「地域気象データと先端学術による戦略的社会共創拠点（ClimCORE）＊４」に参画し、
風力発電量の予測高度化に取り組むなど、連携を深めてきました。 

このたび、この連携をより発展させ、様々な社会課題の解決に向けて継続的に取り組むため、東大先
端研と包括連携協定を締結することとなりました。 
 
３．連携の概要について 
  本連携では、新たなイノベーションにつながる新研究テーマの創出活動をメインとし、2025 年度に竣
工予定で社外連携の場としても整備している当社の新研究開発拠点の活用や、講演会やイベントを
通じた両者研究員の相互交流などを行う予定です。また、創出された新研究テーマについては、共同研
究へと発展させ推進し、社会実装を目指します。 
 
＜連携協定の概要＞ 
項目 内容 
名称 東京大学先端科学技術研究センターと大阪ガスエネルギー技術研究所との将来の

社会課題解決に向けた包括連携協定 
活動期間 2025 年 4 月 1 日より複数年 
連携内容 ① 新たなイノベーションにつながる新研究テーマの創出活動 

② 創出された新研究テーマに関する共同研究 
③ 講演会やイベントによる情報発信、相互交流 
④ 新研究開発拠点への共創ラボの設置 

 
＊１：酉島地区における新たな研究開発拠点の設置について（2022 年 4 月 19 日発表） 

https://www.osakagas.co.jp/company/press/pr2022/1305961_49634.html 
＊２：東大先端研の詳細はこちら https://www.rcast.u-tokyo.ac.jp/ja/index.html 
＊３：「低・脱炭素社会実現」「New ノーマルに対応した暮らしとビジネスの実現」「お客さまと社会のレジリエンス向上」

など、Daigas グループが社会の課題解決に向けて皆さまと創り出していく新たな価値 
＊４：ClimCORE の詳細はこちら https://climcore.rcast.u-tokyo.ac.jp/ 
 
 

以上 
 


